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【学会記事】

国際 シ.ンポ ジウム.F21世 紀 のアジアー 経済危機 を越 えて』

1999年10月2口 の午後1時30分 から3.時30分 まで,都 ホテルにおい て開催 された経済

学部創立80周 年記金事業 に経済学会 も協力 参加する とい う意味で,ア ジア諸 国におい て

活躍す る経済学部お よび経済学研 究科の卒業生5名 を中心 としてアジア経済 の現状 と課

題に関す る国際 シンポ ジウムが行われた。

シンポ ジウムで は,最 初にその責任者であ る経 済学研究科 の本 山美彦教授が,.1997年

夏 タイで始 まった金融危機がさ しあた り収 束 した現 在,こ の危機 を客観 的に論議 して評

価で きる可能性が高 まった ことを指摘 し,ま たそのよ うな議論 に もとづ いてアジア経済

の将来 に関 して再考すべ き論点がい くつかあ ると問題提起 した。 それ に答 えて,中 国 人

民大学信息学院の趙国慶副教授,タ イ ・チ ュラロ ンコン大学 のカムチャ イ ・ライス ミッ

ト助教授,中 華経済研 究院の蘇顕揚研 究員がそれぞれの各 国経 済の経験 を踏 まえて,現

在のIMFと 世界銀行が推奨 して いる製 品,金 融市場 の一般 的開放 と政府の経済的役割

の縮小 とい う政策が必ず しも個別経 済,特 に開発途上経 済の成長 に とって順機能 を果 た

す ことには ならない こ.とを論 じた。各氏 とも経 済国際化 の必 要性 を充分 に認識 した上で,

その移行過程が国際機関が求め るような全般 的で 一挙解決 的な もので は,特 に金融 市場

において各国経済が享受す る長期的な恩恵よ りも短期 的な混乱 と変動が もた らす不利益

が顕著であ ることを強調 した。

このよ うなマ クロ経 済の議 論 に対 して,LG経 済研 究院 の権赫基研 究員 と ビジコ ン

(株)社 長の小島義雄氏は アジアの経 済成長 に とって ミクロ経 済の要因,特 に企業 の組織

構造 と国際競争力の問題の解決が不可欠であ ることを指摘 した。権研究員 は,韓 国 の発

展に とって所有 と経営において閉鎖的で経 済効率 の劣る財 閥組織 を根本 的に変革ザ るこ

との緊急性 とその ような財閥を成長させて きた政府 の産業 政策 の方 向転換 の重 要性 を論

じた。小島氏 も長年にわた るハ イテ ク分野における国際 的な ビジネス経験 を例示 しなが

ら,日 本を含む アジアの個別企 業がその起 業力を育 てて欧米 の世界企業 に対抗 してい く

ことが,特 に今後の グローバル経 済においては必 要である ことを力説 した。

以上の発表 に答 えて,マ サチ ューセ ッツ工科大学 から客 員教授 として赴任 されたばか
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りのア リス ・アムズデン教授 は,こ の ような多岐にわたる論点 が異なる立場 力「ら出され

て,忌 憚 のない意見交換が行われ ることの意義 を高 く評 価 し,今 後 とも経済 の構造,組

織 政策 に関 する議 論が広 く活発 に行 われて,対 立す る見解が 開かれ た公 正な競争 に

まって.互いに切磋琢磨 してい くことを希望 した。最後 に,本 山教授 が今回の シンポ ジウ

ムにおいて出された重要 な点が世界経済 あるい は各国経済 において どの ように今後展開

してい くのか参加者 ともど も見 守 りたい旨の総括 を行 った。

この シンポ ジウムが経 済学部創 立80周 年記念事業 の一・貫 と して行われた こともあ り,

会場に は経済学部お よび経 済学研 究科 の卒業生,現 職 ならびに退官教官,現 役 の大学院

生等が ほぼ200名 参加す るとい う予想以 上の盛 会にな り,し か も2時 間の時間制約 を超

えて も議論が尽 きない とい う参加者に とって有意義 な ものとなつ.た。

(曳野 孝)
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